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北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則及び北九州市会計年度

任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の一部を

改正する規則をここに公布する。 

令和６年３月２１日 

                    北九州市長 武 内 和 久   

北九州市規則第８号 

北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則及び北九州 

市会計年度任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間、休日、休暇 

等に関する規則の一部を改正する規則 

（北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の一部改正） 

第１条 北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則（昭和３８年北

九州市規則第１４号）の一部を次のように改正する。 

  別表第３の１８の項中「９月３０日」を「１０月３１日」に改める。 

（北九州市会計年度任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間、休日、休暇等

に関する規則の一部改正） 

第２条 北九州市会計年度任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する規則（令和元年北九州市規則第３７号）の一部を次のように改

正する。 

  別表第３の１６の項中「９月３０日」を「１０月３１日」に改める。 

   付 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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北九州市告示第９０号 
令和６年２月市議会定例会において議決された北九州市基本構想を、次のと

おり告示する。 
令和６年３月２１日 

                    北九州市長 武 内 和 久   
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                 記                  
   北九州市基本構想 
目次 
 第１章 北九州市が目指す都市像 
  １ ステートメント 
  ２ 目指す都市像に込めた思い 
   （１） つながりと情熱と技術 
   （２） 一歩先の価値観 
   （３） グローバル挑戦都市 
 第２章 北九州市のこれまでの挑戦 
  １ 北九州市の歩みと個性 
   （１） 五市合併前 
   （２） 五市合併による多彩な歴史や文化 
   （３） 「ものづくり」のまち 
   （４） 包摂性など市民の個性 
   （５） 市民力で実現した「公害の克服」 
   （６） 日本をけん引する「環境産業の推進」 
   （７） 「環境先進都市」から「ＳＤＧｓ未来都市」へ 
   （８） 名実とも「安全なまち」への転換 
  ２ 北九州市が体現してきた「一歩先の価値観」 
 第３章 目指す都市像の実現に向けた３つの重点戦略 
  １ 「成長と幸福の好循環」の実現へ 
  ２ ３つの重点戦略 
   （１） 「稼げるまち」の実現 
   （２） 「彩りあるまち」の実現 
   （３） 「安らぐまち」の実現 

第１章 北九州市が目指す都市像 
つながりと情熱と技術で、「一歩先の価値観」を体現するグローバル挑

戦都市・北九州市 
１ ステートメント 

ひとの数だけ、スポットライトがある。 
だれもが主人公になって、イキイキと自分の人生をもっと好きになっ

て進んでいく。 
一人ひとりに宿る力を、もっと支え、挑戦を後押しできる都市へ。 
積み重ねてきた歴史を、脈々と継承し、新しい価値を生みだせる未来
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へ。 
多様な個性がまざりあい、つながりあうからこそ生みだされる価値は 

、日本のみならず世界へと大きく広がり、だれもが豊かで安らげる未来

をつくっていく。 
つながりと情熱と技術で、「一歩先の価値観」を体現するグローバル

挑戦都市へ。 
さあ、愛さずにはいられない未来を、北九州市から。 

  ２ 目指す都市像に込めた思い 
    「北九州市が目指す都市像」については、多くの市民、有識者などか

らの意見を踏まえ、次の思いで取りまとめています。 
   （１） つながりと情熱と技術 
     北九州市は、市民一人ひとりがその持てる力を最大限に発揮し、未

来へ歩みを進める上で、これからも大切にすべき北九州市の強みや誇

りを、これまでのまちの歴史や都市のＤＮＡ（特性）、市民の気質な

どから、人と人との「つながり」、熱い「情熱」、ものづくりや環境

の「技術」力の３つに凝縮しました。 
   （２） 一歩先の価値観 
     北九州市は、これまで「つながりと情熱と技術」で幾多の困難を乗

り越え、その先にある「一歩先の価値観」として、「利他の精神」、

「能力開花」、「持続可能」を体現してきました。 
     これからも少子高齢化・人口減少などの社会課題に挑戦し、克服し

ていくことにより、市民が幸せを感じ、誇りを持ち続けることができ

る、新たな「一歩先の価値観」を体現できるまちであり続けます。 
   （３） グローバル挑戦都市 
     北九州市は、官営八幡製鐵所をはじめ、世界に挑戦する企業を生ん

できたまち、また、それを支える中小企業や人材を輩出してきた輝か

しい歴史のあるまち、そして、環境先進都市として世界をけん引して

きたまちです。 
     これからも世界に先駆けて新たなことに挑戦し続けるという北九州

市の歴史やＤＮＡ（特性）を守り、引き継ぎ、未来へ歩みを進めてい

きます。 
   第２章 北九州市のこれまでの挑戦 
  １ 北九州市の歩みと個性 
   （１） 五市合併前 
     北九州地域は、本州と九州各地との結節点という地理的な特性から 
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、城下町の小倉をはじめ、大里、黒崎、木屋瀬などが宿場町として、

江戸時代から栄えてきました。 
大きな転換点となったのは、日本の産業の近代化の礎となった官営

八幡製鐵所の創業でした。筑豊の石炭に加えて、アジアに近く、災害

リスクの低い強じんな土地や、豊富な水源を有していること、そして

何より次世代の産業をつくるという地元の人々の情熱が、明治政府の

一大プロジェクトの立地の決め手となりました。 
   （２） 五市合併による多彩な歴史や文化 
     昭和３８年（１９６３年）、門司、小倉、若松、八幡、戸畑、それ

ぞれ色合いが違う五市が対等合併し、九州初の「百万都市」、「政令

指定都市」として、北九州市が誕生しました。 
・ 陸上と海上運輸の集散地として栄えた九州の玄関口・国際貿易

港「門司市」 
・ 城下町時代からの商業・行政などの集積地で広域的な拠点機能

を担った「小倉市」 
・ 国内有数の炭鉱地帯・筑豊で産出される石炭の積出港として栄

えた「若松市」 
・ 日本の産業革命に貢献した官営八幡製鐵所創業の地「八幡市」 
・ 工業人材教育へ向けて私立明治専門学校（現九州工業大学）が

創設された「戸畑市」 
歴史や文化、祭り、食、暮らしなどの旧五市の特色は、「７区７色

の個性」として北九州市の個性となりました。 
   （３） 「ものづくり」のまち 
     官営八幡製鐵所の創業により幕を開けた「ものづくり」のまちとし

ての北九州市は、重化学工業を中心とする国内有数の工業地帯、また 
、日本の高度経済成長をけん引する地として、急速に発展しました。 

この勢いが求心力となり、革新的な技術で世界と戦う、進取の気鋭

にあふれる起業家が次々と現れ、日本を代表する、株式会社安川電機

やＴＯＴＯ株式会社などの企業が育っていきました。 
   （４） 包摂性など市民の個性 
     「ものづくり」のまちとして、国内外から情熱や個性ある人々や企

業が集まる中で、人情と包摂性にあふれる北九州市民は、その多様性

を受け入れ、チャレンジを応援してきました。 
また、外から取り入れた異質な文化と地域の文化が掛け合わさるこ

とで、人々の暮らしは豊かで活気のあるものになっていきました。 
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   （５） 市民力で実現した「公害の克服」 
     日本の高度経済成長をけん引してきた工業地帯として発展する一方

で、激甚な公害も経験しました。 
「七色の煙」や「死の海」と評された環境汚染に対し、「子どもの

健康を守りたい」という強い思いを抱く、婦人会が立ち上がり、それ

を契機に企業と行政・研究機関も一体となって公害を克服しました。 
こうした「市民力」や「産学官民連携の力」は、現在のまちづくり

にも引き継がれています。 
   （６） 日本をけん引する「環境産業の推進」 
     産学官民が総力を挙げて公害克服に取り組んだ結果、環境改善を果

たしただけでなく、その過程で、環境に配慮しつつ、生産性も向上さ

せる新たな技術を開発しました。 
さらに、廃棄物処理と処分場の不足が日本全体で大きな社会課題に

なる中、廃棄物を原料として、再び資源に生まれ変わらせるリサイク

ル産業を創出し、「環境と経済」の両立を図ることにも成功しました 
。 

リサイクル産業が集積する北九州エコタウンは、日本最大級のエコ

タウンとして国内外から高く評価されています。 
   （７） 「環境先進都市」から「ＳＤＧｓ未来都市」へ 
     公害克服やリサイクル分野などでの海外技術協力や、上下水道イン

フラの輸出などを通じて、アジアを中心に環境問題の解決にも大きな

貢献を果たしてきました。 
公害克服の歴史や、環境産業、国際技術協力などの実績の下、「環

境先進都市」として、国内外で高く評価された北九州市は、その後、

「ＳＤＧｓ未来都市」として、環境面のみならず、経済面や社会面を

含めた統合的な取組においても評価されています。 
   （８） 名実とも「安全なまち」への転換 
     まちを悩ませていた暴力団の影についても、市民・企業・警察・行

政が一体となって、暴力追放運動や防犯パトロールに強い決意で取り

組んだ結果、暴力団はほぼ壊滅状態となり、刑法犯認知件数は大幅に

減少しました。「怖いまち」のイメージは払拭され、北九州市は「日

本トップクラスの安全なまち」へ生まれ変わろうとしています。 
  ２ 北九州市が体現してきた「一歩先の価値観」 
    北九州市は、明治の産業革命や高度経済成長をけん引するとともに、

資源循環型社会の構築やＳＤＧｓ未来都市の推進など、時代の最前線で
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常に新しいことに挑戦してきました。 
また、都市の成長の一方で、その副産物ともいえる公害や廃棄物問題

など、全国に先駆けて様々な社会課題にも直面してきました。 
そして、北九州市は、様々な社会課題に直面するたびに、人と人との

「つながり」や、困難を乗り越えようとする人々の「情熱」、ものづく

りのまちを支える高度な「技術」によって、幾多の困難を乗り越えて、

まちの発展につなげてきました。 
こうした過程の中で、困難を乗り越えた先にある「一歩先の価値観」

を、日本や世界に先駆けて体現してきたまちです。 
これまで、北九州市が体現してきた「一歩先の価値観」とは、 
・ 一つ目に「利他の精神」。  
  北九州市は、古くから国内外から人や企業を受け入れ、その挑戦

を後押ししてきました。また、都市でありながら地域の強いきずな

を生かして、地域福祉のネットワークを整備し、高齢者などを地域

で見守り、ふれあい、支え合ってきました。 
  日本全国で地域における共助や互助の精神が薄れる中にあっても 

、市民が相互に包摂性を持ち、それぞれが望む生活や夢の実現に向

けて支え合ってきました。 
・ 二つ目に「能力開花」。  
  北九州市は、激甚な公害に直面したとき、産学官民が一丸となっ

て、大きな力を発揮して課題を克服しました。また、廃棄物を原料

として再び資源に生まれ変わらせるリサイクル産業の創出や環境配

慮型製品の開発など、新たな社会的・経済的な価値も創出してきま

した。 
  さらに、年齢や性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、その

持てる力と意欲を最大限に発揮できるよう、まち全体で応援するこ

とにより、社会の構成員である一人ひとりが、様々な分野において

活躍してきたほか、地域における支え合いのネットワークの構築な

どが展開されてきました。 
  このように、このまちに関わる人々や企業が、ポテンシャルを最

大限に発揮することで、このまちの活力を維持・充実してきました 
。 

・ そして、三つ目に「持続可能」。  
  北九州市は、平成３０年（２０１８年）に国内最初の「ＳＤＧｓ

未来都市」に選定され、ＳＤＧｓを原動力に企業の成長と社会課題
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の解決に取り組みました。また、２０５０年までにゼロカーボンシ

ティを目指すことを目標に掲げ、日本や世界が抱える課題を克服し 
、次の世代に豊かなまちを引き継ぐための挑戦を続けています。 

現在、北九州市は、少子高齢化・人口減少や気候変動問題などの社会

課題に直面しています。こうした地球規模の課題解決に向けて、これか

らも「つながり」と「情熱」、「技術」で果敢に挑戦し、時代や環境の

変化の中で、市民が幸せを感じ、誇りを持ち続けることができる、自分

らしく新たな「一歩先の価値観」を見いだし、体現できるまちであり続

けます。 
   第３章 目指す都市像の実現に向けた３つの重点戦略 
  １ 「成長と幸福の好循環」の実現へ 
    市民が日常生活を営む上で重要なのは、尊厳を守られ、安全・安心に

暮らし続けることができ、幸福を感じられることです。 
北九州市は、オイルショック後の鉄冷え、それが発端となった製造業

の合理化による人員削減、その後の円高や貿易不均衡是正のための製造

業の海外移転などにより、北九州市の経済活動は弱体化しました。 
さらに、北九州市は、かつて工業都市と支店経済都市としての両面を

持ち合わせる九州最大の拠点都市でしたが、陸路から空路にシフトする

時代への対応が遅れ、企業・事業所の市外転出が相次ぎ、次第に人口が

減り始め、徐々にまちは元気を失っていきました。 
しかしながら今、暴力追放運動による劇的な治安の回復や北九州空港

の滑走路３，０００ｍ化、風力発電関連産業の総合拠点化など、まちが

大きく変化しようとしており、飛躍の時を迎えようとしています。 
こうしたタイミングを捉え、市民の誰もが望む安全・安心で幸福を実

感できるまちづくりに向けて、まずは「稼げるまち」の実現に取り組み 
、都市の経済力を高めていきます。 

具体的には、まず、北九州市が有する歴史や文化、自然、食、人、産

業など、様々な魅力に関する情報を全国の人たちに届け、恵まれた陸・

海・空のネットワークを活用して北九州市を訪れて、触れていただき、

関心を高め、体験していただく取組を強化します。 
また、ものづくりや環境分野の技術を生かした未来産業の集積や、市

内企業の生産性向上、スタートアップの創出など、企業活動の進出や拡

大を通じて、誰もが活躍できるまちの実現にも取り組みます。 
「稼げるまち」の実現により、収入が増えることで、消費意欲が喚起

され、さらに、新たなことに挑戦する人たちが集まります。こうした流
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れによって、まちに活力やにぎわいが生まれ、物心両面での多様なライ

フスタイルへのニーズが高まっていきます。 
こうした多様なニーズの高まりに応えるため、民間の投資や開発など

を喚起し、魅力的な街並みや住環境、教育環境、文化芸術・スポーツに

接する環境、観光などのコンテンツを充実させ、年齢や性別、国籍、障

害の有無などにかかわらず、自分らしさを大切にできる、多様な選択肢

がある「彩りあるまち」を実現していきます。 
「彩りあるまち」の実現により、人々は自分らしさやそれぞれが望む

生活を楽しむことができ、安らぎを感じることができます。 
こうした安らぎをさらに高めていくため、「稼げるまち」や「彩りあ

るまち」の実現による“成長の果実”によって、生活の基盤である安全 
・安心な暮らしを確保・充実するとともに、人々がお互いを尊重し、支

え合う包摂的で心豊かに暮らすことができる「安らぐまち」の実現につ

なげていきます。 
安らぐことができるから、安心してまた未来に向かって進んでいくこ

とができます。 
このようなまちは、その魅力によって、市外からもさらに人が集まり 

、集まった人々が定着するまちにつながります。 
こうして、少子高齢化・人口減少などの社会課題に直面している中に

おいても、まちも人も潤っていく「まちの成長」と「市民の幸福」の好

循環をつくっていきます。 
この「成長と幸福の好循環」による「経済成長と社会課題解決の両立 

」のロールモデル（＝課題解決の道筋）として日本やアジア、そして世

界に示していくことで、我が国や世界の未来に貢献することを目指し、

それにより、日本国内や世界における北九州市の評価を高め、国内外か

ら人や企業、投資を呼び込むとともに、北九州市民のシビックプライド

の向上にもつなげていきます。 
こうして、「つながりと情熱と技術で、『一歩先の価値観』を体現す

るグローバル挑戦都市・北九州市」を目指していきます。 
  ２ ３つの重点戦略 
   （１） 「稼げるまち」の実現 
     北九州市の市内総生産額や雇用者報酬などの水準や増加率は、政令

市の中でも下位に位置しており、経済の停滞が続く中、まちの活力を

取り戻すため、まずは「経済成長」に取り組みます。 
     このため、陸・海・空のネットワークや豊富な水資源、エネルギー
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といったポテンシャルを最大限に発揮しながら、産学官民が一体とな

って、未来志向の新しい産業やスタートアップ企業の創出や集積を目

指します。 
また、市内企業のＤＸを推進し、ＡＩの活用などによる「生産性向

上」や「高付加価値化」の取組を後押しし、誰もがチャレンジできる

環境づくりにも取り組みます。 
こうして、若者や女性、高齢者や障害のある人、また外国籍の人な

ど、自らの夢に挑戦する意欲ある人々が集い活躍し、多様な個性が調

和することで、強い経済を実現し、活力あふれる「稼げるまち」を目

指します。 
   （２） 「彩りあるまち」の実現 
     年齢や性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、自らの目標に向

かって挑戦する人々が集まり、社会に参加し活躍することにより、ま

ちに活力とにぎわいが生まれます。 
それにより、人々の生活は豊かになり、消費意欲が高まります。 
こうした人々の、ゆとりある、心豊かな生活に対する多様なニーズ

に応えるため、民間投資なども活用して、自然と調和した生活環境や

まちの空間整備に取り組みます。 
また、子ども一人ひとりの個性や多様性が尊重され、持てる可能性

を発揮できる教育の推進や、生活を健康で心豊かにする文化芸術・ス

ポーツの振興、そして、豊かな自然と歴史を生かした観光資源の磨き

上げなどにより、魅力あふれるまちづくりを進めます。 
自分らしさを大切にできる多様な選択肢をつくっていくことで、住

む人々のまちへの愛着が深まり、また、感性豊かでクリエイティブな

人たちなどをひきつけ、輝く個性が調和する「彩りあるまち」を目指

します。 
   （３） 「安らぐまち」の実現 
     「稼げるまち」や「彩りあるまち」の実現により、多様な人々が集

い、暮らすとき、最も基本的で大切なことは、誰もが日々の暮らしに

安心と安らぎが感じられるまちづくりです。 
そのため、子育てや保健・医療・介護・福祉などの分野において質

の高いサービスが提供されるよう、そして、防災や防犯などの分野で

は行政と民間、地域が一体となって市民の生命・財産を守る仕組みづ

くりに取り組みます。 
また、人々の生活を支える道路や水道、都市の規模に適したコンパ
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クトで質の高い公共施設などの都市基盤を維持していきます。 
こうした安心と安全を基礎として、年齢や性別、国籍、障害の有無

などにかかわらず、誰もが人と人とのつながりの中で、お互いを尊重

し合い、それぞれが望む生活や夢の実現に向けて一歩先に進むために 
、温かく支え合う「安らぐまち」を目指します。 
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北九州市告示第９１号 
令和６年２月市議会定例会において議決された北九州市基本計画を、次のと

おり告示する。 
令和６年３月２１日 

                    北九州市長 武 内 和 久   
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                 記                  
   北九州市基本計画 
目次 
 第１章 計画の策定にあたって 
  １ 計画の構成 
  ２ 計画の期間 
  ３ 計画の進行管理・見直し 
  ４ 計画の推進体制 
  ５ 計画と地方版総合戦略の関係 
  ６ 市政変革による基盤づくり 
 第２章 「稼げるまち」の実現～人も企業も潜在力を開花できるまち 
  １ 稼げる「基盤」をつくる 

（１） 陸・海・空のネットワークの構築 
（２） メガリージョンの推進 
（３） 新たな産業用地などの創出 

  ２ 稼げる「人」を育む 
（１） スタートアップの創出・成長 
（２） 若者のチャレンジへの支援 
（３） 性別にかかわらないキャリア形成の支援 
（４） 多様な人材が働くことができる環境の整備 

３ 稼げる「産業」をつくる 
（１） 「バックアップ首都構想」の推進 
（２） 成長の芽となる「未来産業」の振興 
（３） 「北九州グリーンインパクト」の推進 
（４） 物流拠点構想の推進 
（５） 生産性向上・高付加価値化の推進 
（６） アジアの社会課題解決への貢献と国際ビジネスの推進 

 （参考） 「稼げるまち」の実現に向けた戦略について 
 第３章 「彩りあるまち」の実現～輝く個性と楽しさがあふれるまち 

１ 彩りある「空間」をつくる 
（１） 都市の魅力を高める「街並み」づくり 
（２） 選ばれる「住まい環境」づくり 
（３） デジタルによる「迅速で便利・快適な環境」づくり 
（４） 人や企業を呼び込む「都市の魅力」の発信 

２ 彩りある「時」をつくる 
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（１） 文化芸術やスポーツの振興 
（２） エンターテインメントによるにぎわいづくり 
（３） 観光資源の磨き上げや発信の推進 

３ 彩りある「人」を育む 
（１） グローバル人材や理工系人材の育成に向けた教育の推進 
（２） 魅力ある新時代の教育機関の誘致 
（３） 将来の可能性を開く教育環境の充実 
（４） 大学などの教育・研究機能の充実 

第４章 「安らぐまち」の実現～誰もがつながるアットホームなまち 
１ 生活基盤の「安心」を支える 

（１） 災害などに強いまちづくりの推進 
（２） 犯罪のないまちづくりの推進 
（３） 社会環境やニーズに即した都市基盤・施設の維持 

２ 暮らしの「安心」を支える 
（１） 多様性を認め合う文化のまちづくり 
（２） 誰もが安心して暮らせる環境づくり 
（３） 地域医療提供体制や保健衛生管理体制の充実 
（４） 地域におけるコミュニティ活動などの活性化 
（５） 生涯現役に向けた健康づくりや社会参加の推進 

３ 子ども・子育ての「安心」を支える 
（１） 安心して生み育てることのできる環境の整備 
（２） 子どもの健やかな成長への支援 

第５章 人口増に向けた道筋 
第６章 主要な成果指標 
第７章 ７つの個性が輝くまちづくり 
 １ 門司区 
 ２ 小倉北区 
 ３ 小倉南区 
 ４ 若松区 
 ５ 八幡東区 
 ６ 八幡西区 

  ７ 戸畑区 
   第１章 計画の策定にあたって 
  １ 計画の構成 
    基本計画は、北九州市の取組を網羅的に示すものではなく、今後の北
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九州市のまちづくりの方向性を明らかにした基本構想を実現するため、

重点的に取り組むべき方向性となる主要な政策を体系的にまとめたもの

です。 
    このため、基本計画に掲げる主要政策をはじめ、北九州市が実施する

様々な政策については、「北九州市産業振興未来戦略」をはじめとする

各分野別計画や、毎年度の予算編成において、選択と集中の考え方の下 
、施策や事業として具体化し実施していきます。 

  ２ 計画の期間 
    基本計画の目標年次は、令和２２年（２０４０年）とします。 
  ３ 計画の進行管理・見直し 

毎年度、行政評価により、基本計画に掲げた主要政策に基づく施策や

事業の取組状況やＫＰＩ（成果指標）の達成状況を把握していきます。 
また、社会経済情勢や市民ニーズの変化、計画の進捗状況などに応じ

て、概ね５年ごとに内容を検証し、適宜、計画の見直しを行うこととし

ます。 
  ４ 計画の推進体制 
    基本計画に掲げる主要政策の実現に向けて、産学官民などの各主体が

それぞれの役割を果たしながら、総合力を発揮して、一丸となって推進

するため、有識者や学識者などによる、計画の推進や検証などを行う仕

組みを構築します。 
 また、行政内部においては、庁内全体で取り組むとともに、プロジェ

クトチームの設置など、柔軟に横断的な連携体制の下で推進します。 
  ５ 計画と地方版総合戦略の関係 

人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度な集中を

是正し、将来にわたって活力ある社会を維持していくことを目的に、平

成２６年（２０１４年）１１月に「まち・ひと・しごと創生法」が制定

され、北九州市では、同法に基づき、令和２年（２０２０年）３月に地

方版総合戦略として「第２期北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略 
」を策定しています。 

今後の地方創生の取組の方向性は、この基本計画に掲げる方向性と合

致することから、地方版総合戦略は基本計画に包含し、一体的に取り組

みます。 
  ６ 市政変革による基盤づくり 

北九州市では、社会経済上及び財政上の様々な課題に直面しており、

基本構想・基本計画に基づいた行財政運営を将来にわたって着実に進め 
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、未来への挑戦を続ける都市としての持続可能性を保ち、安心安定した

生活環境を次世代に引き継ぐためには、行財政運営のあり方を変革する

必要があります。 
このため、「北九州市政変革推進プラン」に基づき、市政運営そのも

のの変革につなげることを目標とした「市政変革」の取組を進めます。 
北九州市が取り組む市政変革は、「もっぱら『削る改革』ではなく、

未来を『創る改革』」とし、行財政運営のカタチを変えることで、将来

に向けて都市の総合力を高めることを目指します。 
具体的には、短中期には「財政の模様替え」を進め、生み出した財源

等を、若者や子どもなどへの投資、産業基盤の強化・創出への投資、公

共施設等の老朽化対策への持続可能なまちづくり投資など、次世代への

投資を進めるとともに、中長期には持続可能な行財政状況の確保を図っ

ていきます。 
また、社会経済情勢の変化も踏まえつつ、政策展開に迅速・柔軟に対

応できる、挑戦を続ける機能的・機動的な市役所づくりに取り組みます 
。 

この取組を着実に進めることで、基本構想で示す「一歩先の価値観」

を体現できる都市であり続けるための基盤づくりを行います。 
   第２章 「稼げるまち」の実現～人も企業も潜在力を開花できるまち 

「稼げるまち」の実現にあたっては、産学官民の連携により、陸・海・

空のネットワークの構築や近隣自治体との連携などの「稼げる基盤」を強

めていくとともに、若者や女性をはじめとした多様な人材の就業や起業を

後押しする「稼げる人」の育成を進めていきます。 
また、若者に魅力ある企業の誘致に加えて、民間主導による、企業の魅

力や生産性の向上、新規分野のビジネス展開などにより、「稼げる産業」

を創出していきます。 
こうした取組によって、都市の経済力を高めることで、「人も企業も潜

在力を開花できるまち」を目指していきます。 
  １ 稼げる「基盤」をつくる 

（１） 陸・海・空のネットワークの構築 
２４時間利用が可能でＳｅａ＆Ａｉｒ輸送にも対応できる海上空港

である「北九州空港」の滑走路３，０００ｍ化を契機として、国内外

からのさらなる物流需要の取り込みや、利便性の高いアクセスの強化 
、旅客路線ネットワークの拡大に取り組みます。また、都市間の連携

強化や産業集積促進のため、「下関北九州道路」の早期整備などによ
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る道路網や北九州港におけるコンテナ・フェリーなどの物流機能の充

実・強化、カーボンニュートラルポートの整備にも取り組みます。 
（２） メガリージョンの推進 

福岡市や下関市、１８市町で構成する連携中枢都市圏をはじめ、北

部九州エリア全体で大規模都市圏（Ｇｒｅａｔｅｒ北部九州圏）を形

成することで、アジアを見据えた産業や人材の集積、観光誘客、都市

インフラ整備などを推進します。 
（３） 新たな産業用地などの創出 

未来産業や物流産業などの企業誘致の受け皿となる新たな産業用地

を創出するため、官民連携による先進的な事業手法の導入（規制緩和 
）や土地利用規制の見直しなどを推進します。 

  ２ 稼げる「人」を育む 
（１） スタートアップの創出・成長 

地域経済の発展や社会課題の解決に向けたイノベーションの担い手

となる、スタートアップ企業や人的資源の創出・成長を支援します。

また、変化の激しい社会において「生きる力」を向上し、さらに未来

の起業家を育成するため、チャレンジ精神や創造性・実行力を育むア

ントレプレナーシップ（起業家精神）教育を小学生期から推進します 
。 

（２） 若者のチャレンジへの支援 
若者がこのまちで、自らの夢に向かって挑戦・活躍できるよう、学

生期において、企業や地域、行政などとの協働により、ＳＤＧｓの視

点も踏まえ、まちづくりや社会課題に主体的に関わる機会を創出しま

す。また、教育機関との連携により、文理問わずすべての学生の基礎

的なデジタルスキルの取得・向上や、市内外の新規学卒者や第二新卒

者などの若者の地元就職を促進します。 
（３） 性別にかかわらないキャリア形成の支援 

自らが望むライフスタイルの実現を支援するため、地域における子

育て支援や在宅生活を支える介護サービスの充実などにより、子育て

や介護を担う世代が安心して働ける環境を整備します。 
また、全国平均と比較しても女性の就業率が低いなどの北九州市の

現状に鑑み、それぞれが希望する形でのキャリアの継続や向上、働き

続けられる社会の構築に向けて、仕事の継続や復職の意欲向上に向け

た取組や、働き方改革などを推進します。 
（４） 多様な人材が働くことができる環境の整備 
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就労の有無、年齢や障害の有無にかかわらず、あらゆる市民の活躍

の場を広げ、所得向上につなげていくため、デジタル分野をはじめと

した学び直し（リスキリング）や就労情報の提供・マッチングを促進

します。さらに、企業における就業環境の整備や健康経営などの理解

を促進します。また、外国人材の日本語能力や技能・技術を向上させ

ることで、さらなる活躍や定着につながるよう支援します。 
  ３ 稼げる「産業」をつくる 

（１） 「バックアップ首都構想」の推進 
物流インフラや産業用地などの都市基盤の整備、特区制度の活用や

産学官の連携による新技術や新事業の創出などにより、災害時におい

ても日本の社会・経済活動を支えるための拠点として、首都圏などの

企業の本社機能やデータセンターなどのバックアップ機能を集積しま

す。また、若者が魅力を感じるＩＴやエンターテインメントなどの分

野の誘致を強化します。さらに、スタートアップも含めた海外企業の

誘致に取り組みます。 
（２） 成長の芽となる「未来産業」の振興 

時代の流れとともに産業構造がめまぐるしく変化する中、レジリエ

ントな（柔軟性がある）強い経済を実現し、まちの活力を向上させる

ため、ものづくりの「技術力」や学術研究都市の「知的資源」、高度 
・専門的な「人的資源」を生かしながら、将来の市場拡大が予測され

る、半導体や次世代自動車、宇宙などの未来産業の育成・集積に取り

組みます。 
（３） 「北九州グリーンインパクト」の推進 

環境と経済の好循環によるグリーン成長を目指し、風力発電関連産

業の総合拠点形成、水素の供給・利活用拠点化などに取り組みます。

また、社会課題に対応した新たなリサイクル事業の創出など、持続可

能な形で資源を利用するサーキュラーエコノミー（循環経済）を推進

します。 
こうした取組により、グリーン産業のさらなる集積を目指すととも

に、再生可能エネルギーやリサイクル機能など様々な環境価値を提供

することにより、市内企業の国際競争力の強化を図る「北九州グリー

ンインパクト」を推進します。 
（４） 物流拠点構想の推進 

北九州市の地理的優位性や各種の輸送手段に対応できる物流基盤を

生かして、多種多様な物流ニーズと時代の変化に対応できるまちを目
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指し、陸・海・空の結節点周辺エリアを中心に物流関連施設の集積を

図ることで、物流の活性化や物流関連施設などへの民間投資の呼び込

み、新規雇用の創出に取り組みます。 
（５） 生産性向上・高付加価値化の推進 

企業における、ＤＸの推進やＡＩ・ロボットの活用、健康経営の取

組などによる生産性向上や高付加価値化の促進を支援するとともに、

成長分野などへの事業転換を支援します。 
また、中小企業に対して、人材確保や資金調達、事業承継などでき

め細やかな伴走支援に取り組むとともに、農林水産業では、地元生産

物のブランド化や安定生産・増産のためのスマート技術の導入、生産

性を高めるための農地の大区画化などの整備などを支援し、担い手不

足の解消や所得の向上を目指します。 
（６） アジアの社会課題解決への貢献と国際ビジネスの推進 

国際技術協力や政策交流を通じて培ってきたアジア地域とのネット

ワークを生かし、企業による環境・上下水道分野のインフラ輸出やス

タートアップの海外展開の支援や、国内外の様々なステークホルダー

とビジネス面での接点を増やす取組を行い、国内関連企業の市内集積 
、海外からの投資を呼び込むことで、環境国際ビジネスの拠点となる

「アジア・グリーン共創ハブ」を推進します。 
また、先進的な介護システムなどをアジア地域に技術移転すること

で、社会課題の解決に貢献し、国内外から企業や投資を呼び込みます 
。 

さらに、新たなビジネスチャンスの創出に向けて、欧州地域なども

視野に入れた都市間連携の可能性を探っていきます。 
（参考） 「稼げるまち」の実現に向けた戦略について 

３つの重点戦略による「まちの成長」と「市民の幸福」の好循環の

起点となる「稼げるまち」の実現においては、戦略的に取り組んでい

く必要があります。 
「稼げるまち」の実現に向けた戦略として、まずは、第１ステップ

として、北九州市を知ってもらうことが重要となります。 
このため、２４時間利用が可能で、滑走路の３，０００ｍ化が進む

北九州空港などを最大限に活用し、人や物の流れをさらに拡大してい

くとともに、観光やエンターテインメントなどのサービスを強化して 
、北九州市の魅力や新たな動きを広く市内外に発信していきます。 

また、第１ステップと並行して、第２ステップとしては、様々な企
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業や人材に来てもらって、始めてもらうことも重要です。 
このため、ＤＸ・ＧＸをけん引する人材の育成や、産業用地の創出

などにより、半導体や次世代自動車（ＥＶ）関連の企業誘致や、市内

企業の拠点拡大・高付加価値化、スタートアップなどを推進すること

で、人材と産業の裾野を広げていきます。 
そして、第３ステップでは、中長期的にはなりますが、企業や人材

の集積が次の集積を呼んでいくメカニズムをつくり、定着してもらう

ことが重要となります。 
このため、子育てや教育環境などのさらなる充実とともに、 
・ 環境やものづくりの強みを生かしたＧｒｅｅｎ×Ｔｅｃｈ（環

境×技術）による持続可能な社会の実現 
・ 環境と経済の両立を目指したサーキュラーエコノミー（循環経

済）の推進 
     など、まち全体の魅力の向上につながる取組も進めます。 
     こうした戦略によって、取り組むべきベクトルを合わせながら、産

学官民の力を結集して「彩りあるまち」や「安らぐまち」の実現につ

なげていきます。 
   第３章 「彩りあるまち」の実現～輝く個性と楽しさがあふれるまち 

「彩りあるまち」の実現にあたっては、２０５０年までのゼロカーボン

シティの実現も視野に入れ、民間投資を喚起しながら、魅力的な街並みや

生活環境などの「彩りある空間」の整備を進めるとともに、心身に潤いや

活力を与える文化芸術やスポーツの振興、観光地の魅力向上などにより、

市内外の人々が「彩りある時」を体感できる環境を整備していきます。 
また、多様で質の高い教育環境の充実により、子どもたちの個性を尊重

し、将来の可能性を引き出して「彩りある人」を育みます。 
こうした取組によって、自分らしさを大切にできる多様な選択肢をつく

ることで、まちへの「愛着」や「求心力」を高め、「輝く個性と楽しさが

あふれるまち」を目指していきます。 
１ 彩りある「空間」をつくる 

（１） 都市の魅力を高める「街並み」づくり 
都市の魅力や価値を向上させるため、小倉地区などを中心に「ウォ

ーカブル」なまちづくりを官民連携で推進し、ワクワクするにぎわい

のある空間を創出するとともに、シニア世代が一人ひとりの希望に応

じて働いて消費するなど、心豊かな時間を過ごすことができる環境の

整備にも取り組みます。 
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また、歴史の継承や自然環境の保全などにより、地域の特色を生か

した緑豊かな美しい都市景観の形成やまちの魅力発信に取り組むとと

もに、市内における消費を促進するため、集客力や魅力のある商業の

振興を推進します。 
（２） 選ばれる「住まい環境」づくり 

     充実した生活利便施設や公共交通などの都市インフラ、医療資源に

加え、住環境と近接した豊かな自然を持つ北九州市の強みを生かし、

利便性が高い地域における土地利用規制の見直しや積極的な民間投資

の呼び込みにより、多様なライフスタイルに応える魅力的な住環境の

整備を推進します。また、デジタルの活用と、多様な関係者との連携 
・協働を通じて、公共交通の利便性と持続可能性を高めます。 

（３） デジタルによる「迅速で便利・快適な環境」づくり 
行政運営において、供給者視点から利用者視点への転換を図り、革

新的なデジタル技術などを活用して、行政サービスや市役所の業務を

抜本的に見直すＤＸを推進します。推進にあたっては、誰もが安心し

て必要とする行政サービスを利用できるよう、多様化する市民や企業

などのニーズに迅速に対応し、便利・快適な環境づくりに取り組みま

す。 
（４） 人や企業を呼び込む「都市の魅力」の発信 

戦略的なプロモーションによる、環境先進都市やＳＤＧｓ未来都市

など、北九州市の持つ強みや自然や食などの多彩な魅力の発信や、「 
こどもまんなかｃｉｔｙ」の推進を通じた、良質な子育て環境が整っ

たまちとしての発信などにより、都市のイメージアップを図り、シビ

ックプライドの醸成とともに、国内外から人や企業を呼び込みます。 
２ 彩りある「時」をつくる 

（１） 文化芸術やスポーツの振興 
生活を健康で心豊かにする文化芸術やスポーツの振興を図るため、

多様な文化芸術資源の維持・継承・発展に取り組むとともに、誰もが

気軽に文化芸術やスポーツに親しみ、楽しめる環境づくりやプロスポ

ーツなどと連携したまちづくりを推進します。また、デジタル技術な

どを活用し、これからの時代に対応した多様なライフスタイルや価値

観に応える文化芸術やスポーツの振興に取り組みます。 
（２） エンターテインメントによるにぎわいづくり 

多くの人が集まり、にぎわい、豊かな時間を過ごせるよう、大型コ

ンサートや大規模スポーツ大会などの誘致を推進するとともに、主催
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者が多様なイベントを開催しやすい環境づくりにソフト・ハードの両

面で取り組みます。また、漫画やアニメ、ゲームなどのポップカルチ

ャーのほか、アーバンスポーツの普及など、若者にとって魅力のある

まちづくりを推進します。 
（３） 観光資源の磨き上げや発信の推進 

観光コンテンツとしての魅力やシビックプライドの向上のため、各

地域の歴史や文化、自然、産業、食などの資源を磨き上げ、組み合わ

せて発信していきます。また、ブランド力の向上や、国内外からの観

光客の呼び込みにつなげるため、規制緩和による新たな観光機能の創

出、ＭＩＣＥ誘致の拡大や富裕層向けの宿泊機能の確保など、質の高

い観光サービスを提供します。 
３ 彩りある「人」を育む 

（１） グローバル人材や理工系人材の育成に向けた教育の推進 
国際的な競争と共生が進むこれからの時代に求められるグローバル

に活躍できる人材や、ＤＸ・ＧＸをけん引する人材を育成するため、

子どもの頃からの外国語や国際理解教育、理工系教育などの先端的な

教育が受けられる環境づくりを推進します。 
（２） 魅力ある新時代の教育機関の誘致 

多様で質の高い、個性を生かす教育へのニーズに応えるため、国内

外の私立学校やインターナショナルスクールなどの誘致実現に取り組

みます。 
（３） 将来の可能性を開く教育環境の充実 

こどものウェルビーイング実現に向けて、誰一人取り残さない学び

と、先端的な学びを推進すると同時に、教職員のウェルビーイング向

上を促進し、家庭や地域、企業と連携しながら子どもの可能性を引き

出す「こどもまんなか」で質の高い教育環境の充実に取り組みます。 
（４） 大学などの教育・研究機能の充実 

市内大学などがそれぞれの強みや特色を生かすとともに、連携を図

ることで、人材育成機能や研究開発機能を強化し、日本全体の１８歳

人口が減少する中でも、学生が持続可能で質の高い教育・研究を享受

できる環境づくりを促進します。 
第４章 「安らぐまち」の実現～誰もがつながるアットホームなまち 
「安らぐまち」の実現にあたっては、防災や防犯のまちづくり、社会イ

ンフラの維持など「生活基盤の安心」を支えることをベースに、質の高い

福祉や介護、医療などのサービスが提供されるとともに、多様性を認め合
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いながら、地域のつながりを感じることができる「暮らしの安心」を支え

ていきます。 
また、希望する人が安心して出産し、育児や子どもの成長を社会全体で

支える「子どもや子育ての安心」を感じることができる環境を整備してい

きます。 
こうした取組によって、まちの「住みよさ」を高めることで、「誰もが

つながるアットホームなまち」を目指していきます。 
１ 生活基盤の「安心」を支える 

（１） 災害などに強いまちづくりの推進 
市民の生命、財産などを守るため、災害に強いコンパクトシティの

形成や河川の治水・浸水対策などを図るほか、デジタル技術を活用し

ながら、地域全体で防災力を高める取組を推進します。また、消防力

のさらなる向上による迅速な消防活動を図るとともに、市民の防災・

防火意識の向上を推進します。 
（２） 犯罪のないまちづくりの推進 

市民の防犯意識を高めるとともに、防犯カメラなどの防犯環境の整

備を図ります。また、警察との連携による、暴力団ゼロのまちの実現

や多様化する犯罪集団への対策を強化し、安全・安心なまちとしての

情報発信をさらに強化します。 
（３） 社会環境やニーズに即した都市基盤・施設の維持 

公共施設の集約再配置や予防保全の強化、社会インフラの長寿命化

に向けた点検・工事の推進などにより、都市基盤・施設の維持に取り

組み、持続可能で安全・安心なまちづくりを進めるとともに、デジタ

ル技術などを活用した維持管理の高度化・効率化を図ります。 
    また、将来にわたる担い手を確保するなど、持続可能な建設業の実

現の下、地域のインフラ整備やメンテナンスなどに取り組みます。 
２ 暮らしの「安心」を支える 

（１） 多様性を認め合う文化のまちづくり 
市民一人ひとりが命の尊さと平和の大切さを認識するとともに、互

いに価値観や違いを認め合い、すべての人が大切にされていると実感

でき、活躍できる社会の実現に向け、人権教育や人権啓発、ジェンダ

ー平等社会の構築、多文化共生の理解促進などに取り組みます。 
（２） 誰もが安心して暮らせる環境づくり 

年齢や性別、国籍、障害の有無などにかかわらず、住み慣れた地域

で安心して自分らしく生活を送ることができる環境づくりに向けて、
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デジタル技術を活用した、保健・医療・介護・福祉サービスの維持・

充実や、支援が必要な人を地域全体で見守り、支え合うネットワーク

の強化、相談支援体制の整備に加え、公共交通の不便地域などにおけ

る移動手段の確保を図ります。 
（３） 地域医療提供体制や保健衛生管理体制の充実 

デジタル技術も取り入れた救急医療体制の維持など、市民が安心し

て医療を受けられる体制を確保・充実するほか、新たな感染症拡大に

よる危機に備えた仕組みづくり、食の安全や生活環境の衛生の確保に

向けた監視・指導に取り組みます。 
（４） 地域におけるコミュニティ活動などの活性化 

地域におけるコミュニティ活動を維持するとともに、時代の変化に

伴う多様なニーズに対応した地域づくりを進めるため、社会貢献意識

が高い若者やＮＰＯ、子育て・現役世代なども地域活動に参加しやす

い仕組みの強化に取り組みます。 
（５） 生涯現役に向けた健康づくりや社会参加の推進 

生涯を通じて健康でいきいきと心豊かに暮らすことができるよう、

市民の健康リテラシー（知識）の向上や健診受診・生活習慣の改善な

どによるヘルスケアを推進します。また、文化芸術・スポーツ活動な

どの生涯学習や社会参加を促進するとともに、学習活動と地域・ボラ

ンティア活動のマッチングも進めます。 
３ 子ども・子育ての「安心」を支える 

（１） 安心して生み育てることのできる環境の整備 
市民一人ひとりの結婚や出産、子育ての希望がかなう社会の実現に

向けて、妊娠から出産、子育て期における、切れ目のない支援や経済

的支援などのサービスの維持・拡充に取り組むとともに、保育関係者

や地域、ＮＰＯなどと行政の連携やデジタル技術の活用により、安心

して子どもを生み育てることができる環境を整備します。 
（２） 子どもの健やかな成長への支援 

子どもの健全な心身の育成に向けて、質の高い幼児教育・保育サー

ビスの提供とともに、放課後児童クラブなど多様な居場所づくりを推

進します。 
また、社会的養護が必要な児童への支援や児童虐待の対策、多様な

学びの機会の確保による安全・安心な居場所づくりなど、家庭のみな

らず、地域、学校、関係機関、行政などが連携・協働し、子どもたち

を社会全体で見守り、健やかに育む環境づくりを進めます。 
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第５章 人口増に向けた道筋 
市民が日常生活を送るために必要な各種サービスは、一定の人口規模の

上に成り立っています。このため、人口減少が続くことは、将来の社会経

済活動に大きな影響を及ぼします。 
例えば、人口減少に伴い、税収が減少することなどにより、行政サービ

スや社会インフラの維持が困難になるとともに、小売業・飲食業などの生

活関連サービスや公共交通サービスは縮小し、地域コミュニティの機能な

ども低下します。そして、こうした生活利便性や地域の魅力の低下を通じ

て、人口減少にさらに拍車がかかる悪循環に陥っていきます。 
こうした悪循環を断ち切り、社会経済活動を将来にわたって持続させる

ためには、人口減少を食い止め、増加への転換に向け、産学官民が一体と

なって、産業競争力の向上や生活環境の充実など、都市の総合力を高めて

いくことが不可欠です。 
日本全体の人口が減少する中においても、経済活動などの拠点となる都

市では、人や企業が集まっています。このことから、経済成長が雇用の増

加を生み、それが人口の増加につながるなど、都市の経済成長と人口増に

は高い関連性が見受けられます。 
このため、市内総生産や雇用者報酬の増加などの経済成長の実現、また 

、都市のイメージアップに取り組み、２０代や３０代の若い世代の挑戦を

後押しし、その定着などを促すことにより、社会動態のプラス幅の拡大に

取り組んでいきます。 
さらに、子育てや教育、福祉、文化芸術、スポーツ、住宅、交通などの

ハード・ソフト両面で生活環境の向上にも取り組み、中長期的な視点で、

出生数の増加による自然動態の改善にもつなげていきます。 
こうした考えの下、基本構想に掲げる３つの重点戦略を着実かつ総合的

に取り組んでいきながら、「成長と幸福」を好循環させることにより、５

年ごとに国勢調査を踏まえて推計される将来人口を、常に実際の人口が上

回る歩みを積み重ねていくことで、まずは、人口減少のトレンドを増加に

転換させ、「１００万都市復活」に向けた道筋をつくっていきます。 
   第６章 主要な成果指標 

指 標 名 現状値 

目 標 値 ※ １  

２ ０ ２ ８ 年

（ 度 ） 

目 標 値 の

考 え 方 

重点戦略 ※

２  

出 典 稼

げ

る  

彩

り

あ  

安

ら

ぐ 
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ま

ち  

る

ま

ち  

ま

ち  

市 内 総
生 産 額
（ 名 目 
） 

３兆６，６

９６億円 

（２０２０

年度） 

４ 兆 円 

（ ２ ０ ３ ３ 年

度 ） 

過 去 １ ０

年 間 （ ２

０ １ ０ ～

２ ０ ２ ０

年 度 ） の

年 平 均 成

長 率 の ２

倍 以 上 を

目 指 す 

○  ○   

北 九 州

市 「 市

民 経 済

計 算 」 

従 業 者
一 人 当
た り の
付 加 価
値 額 

８１８万円 

（２０２０

年度） 

９ ０ ０ 万 円 

（ ２ ０ ３ ３ 年

度 ） 

市 内 総 生

産 額 と 同

程 度 の 増

加 率 を 目

指 す 

○  ○   

北 九 州

市 「 市

民 経 済

計 算 」 

、 総 務

省 「 経

済 セ ン

サ ス 」

に よ る

推 計 

市 民 雇
用 者 一
人 当 た
り の 市
民 雇 用
者 報 酬 

４６３万円 

（２０２０

年度） 

５ ０ ０ 万 円 

（ ２ ０ ３ ３ 年

度 ） 

市 内 総 生

産 額 と 同

程 度 の 増

加 率 を 目

指 す 

○  ○   

北 九 州

市 「 市

民 経 済

計 算 」 

女 性 の
就 業 率 
（ ２ ５
～ ４ ４
歳 ） 

７９．８％ 

（２０２２

年 )  

８ ２ ． ０ ％ 

国 が 掲 げ

る 目 標 値

の 達 成 を

目 指 す 

○   ○ 

総 務 省

「 就 業

構 造 基

本 調 査 

」 

観 光 消
費 額 

８２７．３

億円 

( ２０２２ 

１ ， ８ ０ ０ 億

円 

 

令 和 元 年

（ 新 型 コ

ロ ナ ウ イ 

   

北 九 州

市 「 北

九 州 市 
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年 )  

 

 

 

 

 

 

 

ル ス 感 染

症 流 行 前 

） の 水 準

（ １ ， ３

４ ５ 億 円 

） 以 上 を

目 指 す 

○  

 

○  

 
 

観 光 動

態 調 査 

」 

 

 

 

宿 泊 客
数 

１７２．７

万人 

( ２０２２

年 )  

２ ６ ０ 万 人 

令 和 元 年

（ 新 型 コ

ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染

症 流 行 前 

） の 水 準

（ １ ９ ２ 

． ９ 万 人 

） 以 上 を

目 指 す 

○  ○   

北 九 州

市 「 北

九 州 市

観 光 動

態 調 査 

」 

商 業 地
地 価 （ 
小 倉 ） 
※ 主 要
地 点 の
平 均 地
価 

５８０，０

００円 / ㎡ 

( ２０２３

年 )  

８ ７ １ ， ０ ０

０ 円 / ㎡ 

（ ２ ０ ３ ３ 年 

） 

他 の 政 令

市 の 状 況

等 を 踏 ま

え 、 現 状

値 の １ ．

５ 倍 を 目

指 す 

○  ○   

国 土 交

通 省 「 

地 価 公

示 」 

商 業 地
地 価 （ 
黒 崎 ） 
※ 主 要
地 点 の
平 均 地
価 

１４８，０

００円 / ㎡ 

( ２０２３

年 )  

２ ２ ７ ， ０ ０

０ 円 / ㎡ 

（ ２ ０ ３ ３ 年 

） 

他 の 政 令

市 の 状 況

等 を 踏 ま

え 、 現 状

値 の １ ．

５ 倍 を 目

指 す 

○  ○   

国 土 交

通 省 「 

地 価 公

示 」 

将 来 の
夢 や 目
標 を 持
っ て い
る 子 ど 

小学生 

８１．１％ 

中学生 

小 学 生 

８ ５ ． ０ ％ 

中 学 生 

政 令 市 １

位 の 水 準

を 目 指 す 

 

 

 

○  

 

国 立 教

育 政 策

研 究 所 
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も の 割
合 

６６．８％

（２０２３

年度 )  

７ ０ ． ０ ％     「 全 国

学 力 ・

学 習 状

況 調 査 

」 

合 計 特
殊 出 生
率 

１．４６ 

（２０２２

年 )  

１ ． ８ を 見 据

え 政 令 市 1 位 

国 の 指 標

で あ る 「 

未 婚 者 の

平 均 希 望

子 ど も 数 

」 の １ ．

８ の 達 成

に 向 け て

政 令 市 １

位 を 目 指

す 

  ○ 

北 九 州

市 「 人

口 動 態

統 計 （ 

北 九 州

市 分 ） 

」 

健 康 寿
命 

男性 

７１．９年 

女性 

７５．６年 

（２０１９

年 )  

男 性 

７ ６ ． ０ 年 

女 性 

７ ７ ． ０ 年 

政 令 市 １

位 の 水 準

を 目 指 す 

  ○ 

厚 生 労

働 省 「 

厚 生 労

働 科 学

研 究 」 

社 会 課
題 を 意
識 し 、
日 常 生
活 の 中
で 解 決
に 向 け
た 行 動
に 取 り
組 む 市
民 の 割
合 

４０．４％ 

（２０２２

年度 )  

６ ０ ％ ― ○  ○  ○ 

北 九 州

市 「 行

政 評 価

に 係 る

市 民 ア

ン ケ ー

ト 調 査 

」 

地 域 活
動 に 参
加 し た
こ と が
あ る 市
民 の 割
合 

５０．９％ 

（２０２３

年度 )  

６ ０ ％ ―   ○ 

北 九 州

市 「 市

民 意 識

調 査 」 
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安 全 な
ま ち と
認 識 し
て い る
市 民 の
割 合 

８６．０％ 

（２０２２

年度 )  

９ ０ ％      ―    ○ 

北 九 州

市 「 行

政 評 価

に 係 る

市 民 ア

ン ケ ー

ト 調 査 

」 

北 九 州
市 に 住
み 続 け
た い と
思 う 市
民 の 割
合 

８３．８％ 

（２０２２

年度 )  

９ ０ ％      ―  ○  ○  ○ 

北 九 州

市 「 行

政 評 価

に 係 る

市 民 ア

ン ケ ー

ト 調 査 

」 

北 九 州
市 へ の
誇 り や
自 信 が
あ る と
答 え た
市 民 の
割 合 

５５．０％ 

（２０２２

年度 )  

８ ０ ％      ―  ○  ○  ○ 

北 九 州

市 「 行

政 評 価

に 係 る

市 民 ア

ン ケ ー

ト 調 査 

」 

北 九 州
市 で の
生 活 全
般 に 満
足 し て
い る 市
民 の 割
合 

７７．１％ 

（２０２２

年度 )  

８ ５ ％ ― ○  ○  ○ 

北 九 州

市 「 市

民 意 識

調 査 」 

社 会 動
態 

▲２０６人 

（２０２３

年 )  

＋ １ ， ０ ０ ０

人         

特 に ２ ０ 

、 ３ ０ 代

の 社 会 動

態 の 改 善

に よ り 、 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

○ 

北 九 州

市 「 推

計 人 口

異 動 状

況 」 
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社 会 動 態

の プ ラ ス

幅 の 拡 大

を 目 指 す 

    

推 計 人
口 

９１６，２

４１人 

（２０２３

年１０月 1

日 )  

将 来 推 計 人 口

を 上 回 る 人 口 

実 際 の 人

口 が ５ 年

ご と に 推

計 さ れ た

将 来 人 口

を 上 回 る

こ と に よ

り 、 人 口

の 減 少 傾

向 の 改 善

を 目 指 す 

○  ○  ○ 

国 立 社

会 保 障 

・ 人 口

問 題 研

究 所 「 

日 本 の

地 域 別

将 来 推

計 人 口 

」 

 ※１ 各指標の目標年次は２０２８年（度）。ただし、目標値に括弧書き

のある指標は、当該括弧に記載の年（度） 
 ※２ 各指標に特に関連する重点戦略に○を記載 

第７章 ７つの個性が輝くまちづくり 
  北九州市は、昭和３８年（１９６３年）に世界に類を見ない五市の対等

合併により誕生しました。 
  令和５年（２０２３年）に市制６０周年を迎えましたが、それぞれ成り

立ちや歴史の異なる旧五市の特色は現在７区の個性として受け継がれてお

り、その多様性は北九州市の大きな特長の一つです。 
  都市機能や住環境、歴史、文化、自然、食、地域コミュニティなど、各

区が持つ地域資源を生かし、磨き上げることで、７区のそれぞれの個性が

輝く、魅力あるまちづくりを進めていきます。さらに、区域を越えた地域

間の連携を図りながら、基本構想・基本計画で掲げた主要政策の実現によ

り、北九州市全体の魅力向上と活性化につなげていきます。 
  １ 門司区 
    門司区は、北九州市の北東部にあり、関門海峡を挟み、対岸に本州を

望む九州の玄関口に位置しています。 
陸、海の交通の要衝であり、世界各国に航路を持つ国際貿易港として

発展しました。現在は大型の臨海産業団地やフェリー基地などがあり、

日本有数の物流拠点となっています。 
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歴史的建造物が数多く残っており、美しい街並みを形成しています。

また、三方を海に囲まれ、豊かな自然に恵まれた風光明媚な観光のまち

でもあります。 
（１） まちづくりの方向性 

・ リゾートの雰囲気が漂い、観光客と地域住民が融合する「観光と

生活の場」をまるごと豊富なストックとして捉え、「働く場」や「 
学ぶ場」との一体化を促進することにより、訪れたい、住んでみた

い、住み続けたいまちをつくります。 
・ 門司港レトロ地区をはじめとする各地区の歴史や文化、自然、食

などの地域資源を地域の方々との協働により磨き上げるとともに、

回遊性を高め、下関市とのさらなる関門連携の下、関門エリアの価

値向上や観光の振興を図ります。 
・ 太刀浦コンテナターミナルや新門司フェリー、ＲＯＲＯターミナ

ルなどの港湾・物流機能の強化を図るとともに、航路誘致や広域か

らの集貨に取り組み、物流拠点化を推進します。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 日常の景色が本当にすばらしく、時間がゆっくりと流れていて、

家に帰ってくるだけで癒やされる。このすばらしい景色の中で暮ら

す価値を大事に思う人が増えてほしい。 
・ 住む人、観光で来る人、仕事をする人、いろいろな人が集まる魅

力あるまちにしたい。 
・ いろいろな歴史が積み重ねられた地域そのものが一つの教材とな

っている。まち全体が学びの場となれる可能性を持っている。 
・ 門司でフィールドワークをする際、地域の方々との顔の見えるコ

ミュニケーションや地元の方々から受けるつながりというものに非

常に価値を感じている。 
・ 下関を挟んだ関門エリアをはじめ、白野江地区や大里地区などの

拠点をいかにして便利に回れるようにするか、きっかけづくりも含

めて、考える必要がある。 
・ 魅力を生かした観光と港湾産業の拡大に取り組めば、働く場所、

住む人が増えていく。 
（３） 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 
西日本有数の規模を誇る太刀浦コンテナターミナルをはじめ、新

門司フェリーターミナル、北九州貨物ターミナル駅、大型臨海産業
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団地のマリナクロス新門司など、多くの港湾・物流施設が集積し、

日本有数の一大物流拠点を形成しています。 
イ 都市機能 

公共施設マネジメントにおけるモデルプロジェクトとして、公共

施設の集約・再配置に向けた取組を進めています。 
ウ 観光・歴史 
  古くから国際貿易の拠点として発展してきた門司区では、明治・

大正・昭和初期に建てられた多くの歴史的建造物を見ることができ

ます。特に門司港レトロ地区では、国の重要文化財に指定されてい

る門司港駅や旧門司三井倶楽部のほか、旧門司税関などが往時の繁

栄をしのばせる街並みを形成しています。また、九州鉄道記念館や

関門海峡ミュージアム、観光列車「潮風号」などの観光施設もあり 
、全国的にも有名な観光名所となっています。 

  大里地区の門司赤煉瓦プレイスには、大正時代に建造された煉瓦

造りの美しい建物が残っており、海岸沿いのレンガ倉庫とあわせて 
、かつて、三井・三菱財閥と並ぶ大企業だった鈴木商店が築いた一

大工業エリアとしての歴史を感じる景観をつくりだしています。 
ほかにも、柳の御所や戸上神社、猿喰新田潮抜き穴跡などの文化

遺産が数多く残っています。また、壇ノ浦の戦いや巌流島の決闘な

ど、歴史的な戦いの舞台でもありました。 
エ 自然・食 
  三方を囲む海と風師山や矢筈山などの山々に広がる豊かな緑が、

雄大な景色をつくりだしています。ほかにも、四季の花咲く白野江

植物公園やホタルの生息する井出谷川、松ヶ江北貯水池などがあり 
、豊かな自然に恵まれています。漁業が盛んな地域でもあり、「豊

前海一粒かき」や「豊前本ガニ」、「関門海峡たこ」などは特産品

として高い人気があります。 
オ 関門連携 

関門海峡を挟んで向かい合う北九州市と下関市は、古くから密接

な関係を持ちながら一体的な都市圏・経済圏を形成してきました。

今後、関門連携の一層の推進により、観光や市民間交流の活性化が

期待されます。 
  ２ 小倉北区 
    小倉北区は、長崎街道をはじめとした九州五街道の起点であり、古く

から陸上交通の要衝でした。江戸時代における城下町の形成を契機に発
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展してきたまちで、現在も商業や流通、金融、情報、医療、コンベンシ

ョンなどの都市機能が集積する「北九州市の顔」となっています。 
    区の中心部には紫川が流れ、足立山、山田緑地など、緑豊かな自然環

境にも恵まれています。また、小倉城をはじめ、様々な歴史・文化・芸

術施設が数多くあります。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 高い機能を持つ都市・交通基盤を生かし、オフィスや都市型住宅

の集積を促進するとともに、魅力的なエンターテインメントやショ

ップを充実させ、若者やクリエイティブな人材が集まる北九州市の

顔にふさわしい、にぎわいと活力がみなぎるまちをつくります。 
・ 小倉地区において、建物 1 階の民間部分と歩道や公園の公共部分

を、官民が連携して一体的でまちに開かれた快適な空間とし、あわ

せて、沿道の魅力を向上させることで、ワクワクして歩きたくなる

まちなかを創出します。 
・ 歴史や祭り、伝統芸能などの継承・振興を図るとともに、その魅

力を資源として、シビックプライドの醸成と観光の振興やにぎわい

の創出を図る、歴史と文化を生かしたまちづくりを推進します。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 住まいや交通、公共サービス、商業施設といった都市に必要な機

能がコンパクトに集まっていて、暮らしやすくて働きやすいまちと

いうのは小倉北区の重要な強み。 
・ クリエイターやデザイナーなどの若者のチャンスをつくっていく

ことが大事。 
・ 小倉は若い人がワクワクするまちになっていないとだめ。 
・ 休憩もできて、安全で快適に移動できるようなまちなかの整備が

必要。 
・ 安心して生活ができて、面白さ、ワクワクのあふれるコンパクト

なまち、いろんな人が新たな楽しみをもって生活できるような、前

向きな明るいまちにしたい。 
・ 自然や歴史、文化、伝統、食などの魅力をさらに向上させ、回遊

性を高めることが重要。 
   （３） 地域資源・ポテンシャル 
    ア 産業 

小倉駅周辺において、コワーキングスペースやシェアオフィスの

整備促進により、スタートアップ企業の創出やサテライトオフィス
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の設置などを誘引し、若年層の雇用の場や新たなビジネスモデルの

創出を図っています。 
また、民間開発の誘導と企業誘致の促進を重点的に図るため、補

助事業の新設・拡充や容積率などの各種規制の緩和を行う取組を推

進しています。 
    イ 都市機能 

九州第２位の利用客を誇る小倉駅には、新幹線や在来線、モノレ

ールが乗り入れています。さらに、ここから区内外への路線バス網

が広がるなど、小倉駅を中心に非常に高い機能を持つ広域の交通ネ

ットワークが形成されています。 
また、同駅の北側には、展示場や国際会議場、ホテルなどのＭＩ

ＣＥ施設、球技専用のスタジアムが立地しています。さらに、南側

には日本で初めて公道上にアーケードが設置された商店街のほかに 
、オフィス街や繁華街などが広がっており、高次の都市機能が集積

しています。 
    ウ 住環境・自然 

高い交通機能に加え、雇用機会やアミューズメント機能も充実し

ており、「住む」、「育てる」、「働く」、「遊ぶ」ための様々な

都市機能がコンパクトにまとまっているのが特長です。 
また、北九州市のシンボル公園である勝山公園があるほか、足立

山や山田緑地、到津の森公園、藍島などの豊かな自然にも容易にア

クセスできるなど、住環境としても高い魅力を持っています。 
    エ 観光・歴史・文化・食 

小倉城や松本清張記念館、文学館、北九州芸術劇場、漫画ミュー

ジアム、平和のまちミュージアム、ＴＯＴＯミュージアムなど、歴

史や文化芸術に関する多様な施設が充実しており、市民はもとより 
、インバウンドをはじめ、国内外から多くの観光客が訪れる人気の

スポットとなっています。また、小倉名物「ぬかみそ炊き」や地元

の魚介を使った寿司など、魅力的な食文化も観光資源となっていま

す。 
北九州の台所として、長年にわたり市民に親しまれている旦過市

場も観光名所の一つとなっており、現在、安全性の確保とさらなる

魅力の向上に向け、神嶽川の改修とあわせた再整備を行っています 
。 

４００年以上の歴史を持ち、国の重要無形民俗文化財に指定され
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ている小倉祇園太鼓や、市民の心を一つに合わせ多くの人々が楽し

める「わっしょい百万夏まつり」は、北九州市を代表する祭りであ

り、毎年、多くの人が集まり、小倉のまちをにぎわせています。 
そのほか、日本夜景遺産に認定された足立公園の夜景や小倉イル

ミネーションなどの観光資源を活用しながら、行政・地域・民間団

体が一体となってイベントの開催や情報の発信を推進しています。 
  ３ 小倉南区 
    小倉南区は、市内で人口が２番目に多く、最も面積が大きな区です。

山、川、海の多彩な自然と田園が広がり、農林水産業が盛んな一方で、

自動車関連産業をはじめとした各種企業が立地しています。また、利便

性の高い交通網を背景に物流拠点としての重要性も高まっています。 
    北九州空港をはじめ、鉄道やモノレール、高速道路などの社会インフ

ラが充実しており、沿線には良好な住宅地が広がっています。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 豊かな自然を生かし、四季折々の景観や地域の歴史や文化を感じ

ながら行うウォーキングなどにより、健康づくりや居場所づくりを

推進し、元気でいきいきとした生活が楽しめるまちをつくります。 
・ 平尾台や曽根干潟などの自然を生かし、希少な体験ができる観光

と学びの場の形成を図ります。さらに地元の特産品や伝統、文化の

魅力を加え、質の高い地域ブランドを創出することにより、内外の

ファンを増やし、交流人口や関係人口の増加及び観光の振興を図り

ます。 
・ 各地域の祭りやイベントを通じて、世代を超えて人と人が「つな

がろう」という想いを力に変えるとともに、２地域居住の促進など

により、関係人口を増やすことで、地域課題の解決を図り、ずっと

住んでいたいと思えるまちをつくります。 
・ 広域道路網の高い物流機能を生かし、物流業や製造業に係る企業

の誘致に取り組みます。また、北九州空港のゲートウェイ機能を生

かし、「国内外との活発な交流を支える空港」と「九州・西中国の

物流拠点空港」の実現に向けた取組を推進します。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 子どもが五感を使って遊び込める自然豊かな環境があることはも

のすごい強み。平尾台やカブトガニの居る曽根干潟など、その本質

的な魅力と価値を市民はもちろん、日本や世界の人に届けていけば 
、観光で稼げるまちになる。 
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・ 海あり、山あり、川ありと自然豊かな地域。都会にあらず、田舎

にあらずで、かつ小倉へのアクセスが良いので、ベッドタウンとし

ては最適な地域だと思う。 
・ まつりみなみのような祭りを大切にしつつ、もっと活気のあるま

ちになってほしい。 
・ 産業を強めたり、空港を生かした国際物流エリアの整備などで雇

用を生み出してほしい。北九州空港の活用が小倉南区だけでなく北

九州市全体の発展のカギ。 
   （３） 地域資源・ポテンシャル 
    ア 産業 

九州縦貫自動車道や東九州自動車道、北九州都市高速道路、国道

１０号など、東西南北を結ぶ広域道路ネットワークの結節点となっ

ており、その高い物流機能を背景に、臨空産業団地や北九州空港跡

地産業団地などには、自動車産業関連企業が集積しています。 
現在、恒見朽網線などの整備により、さらなる物流機能の強化に

向けた基盤づくりを進めています。 
北九州空港は、２４時間利用が可能な海上空港であり、将来活用

可能な広大な土地を有しています。その特性を生かし、旅客便の誘

致に加え、大型貨物機の長距離運航を可能とする滑走路の３，００

０ｍ化など、物流拠点化に向けた取組が進んでいます。 
    イ 教育・地域 

北九州市立大学をはじめ、高度な技術を学ぶ九州職業能力開発大

学校（九州ポリテクカレッジ）や北九州工業高等専門学校など、多

くの教育機関が集まっています。 
また、全国的にも珍しい一歩上をいく子育ての取組である「プレ

イセンター」をはじめ、子育てや健康づくりを通して人がつながり 
、人と地域が育つ素地があります。 

ウ 歴史・文化 
曽根古墳群などの史跡が多く残されているほか、昔から農業が盛

んな地域であったことから、雨乞いや豊作祈願を芸能化した「楽（ 
がく）」や神々に奉納する神楽、盆踊り、神幸行事などの伝統行事

が地域に受け継がれています。また、小倉南区の誕生とともに始ま

った「まつりみなみ」は、老若男女が楽しめるイベントとして大切

な地域交流の場となっています。 
エ 観光・自然・食 
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北九州国定公園に指定され、日本有数のカルスト台地として有名

な平尾台では、春の野焼き、新緑、秋のすすき野などの四季の変化

に加え、鍾乳洞探検（ケイビング）やトレイルランニングなど、他

では味わえないアクティビティを楽しむことができます。 
また、キャンプ場、アスレチックなどの施設を備えた「ソララン

ド平尾台」や民泊施設などがあり、平尾台一帯は様々な体験ができ

る観光地として人気が高まっています。 
ほかにも、カブトガニや渡り鳥などの希少生物の宝庫である曽根

干潟や合馬の竹林、菅生の滝、長野緑地など、多様で豊かな自然に

恵まれています。農林水産業も盛んで、全国的に有名な「合馬たけ

のこ」をはじめ、「小倉牛」や「豊前海一粒かき」などは、北九州

市の特産品として人気を集めています。 
４ 若松区 

若松区は、かつては筑豊炭田の石炭積出港として栄え、日本の産業発

展を支えてきました。現在は高い港湾・物流機能などを背景に、製造業

に係る企業が多く立地するとともに、環境産業や再生可能エネルギー産

業の集積が進んでいます。 
周囲を響灘と洞海湾に囲まれ、中央部は広く緑に覆われるなど、豊か

な自然に恵まれており、水産物や農産物の生産が盛んな地域です。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 石炭積出港として栄えた歴史や文化、豊かな自然や農水産物、多

種多様な産業の集積など、若松ならではの多様な魅力を生かし、シ

ビックプライドの醸成を図るとともに、誰もが住みたい、住み続け

たいと実感できるまちをつくります。 
・ 若松北海岸の豊かな自然や周辺の魅力的な食、アクティビティ、

高塔山や若松南海岸の夜景などを活用し、市内外から多くの人が訪

れる観光地として、さらなる魅力の向上を図ります。 
・ 物流機能の強化や環境産業などの集積を図るとともに、響灘地区

での風力発電関連産業の総合拠点化や水素の供給・利活用の拠点化

などを推進します。また、半導体や宇宙・次世代自動車などの未来

産業の振興に向け、学術研究都市における研究開発強化などに取り

組みます。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 豊かな自然やグリーンパーク、海、海岸線、地域住民の結束、若

松好きが多いこと、美味しい野菜（トマト・キャベツ）など、いろ
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いろな魅力がある。 
・ 北海岸を中心にした自然や海産物、野菜のほか、果物の収穫体験 

、自然体験などを生かしたアクティブな体験型観光地ができると良

い。 
・ 若松北海岸がコートダジュールの様なリゾート地になってほしい 

     。 
・ 南海岸には建築遺産が多くあり、観光資源になる十分なポテンシ

ャルがあると感じる。 
・ 歴史のある企業や施設がたくさんあり、地元の人同士のつながり

が強い。 
（３） 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 
製造業が盛んで、特に響灘地区には、広大な産業用地や充実した

港湾施設、アジアへの近接性といった優位性から、多くの企業が立

地しています。また、北九州エコタウンには数多くのリサイクル関

連産業が集積するとともに、近年は、太陽光や風力、バイオマス発

電などの再生可能エネルギーの産業拠点化も進んでいます。 
イ 北九州学術研究都市 

区西部にある北九州学術研究都市は、アジアに開かれた学術研究

拠点及び新たな産業の創出と技術の高度化を支える知的基盤として

開設され、北九州市立大学、九州工業大学、早稲田大学、福岡大学

のほか、様々な研究機関などが一つのキャンパスに集積しています 
。 

ここを拠点に、半導体や自動車、ロボット、ＡＩ、環境といった

様々な分野において、産学の連携による新技術の開発や新たなビジ

ネスの創出のほか、海外の大学との交流や連携、留学生の支援など 
、グローバルな視点での教育・研究活動が行われています。 

ウ 観光・歴史・文化 
若松南海岸通りには歴史的な建築物や産業遺産が数多く現存して

います。国の重要文化財である若戸大橋とあわせて、日本一の石炭

積出港として栄えた名残を感じる美しい街並みを形成しています。 
こうした景色や豊かな自然を背景に、若松が生んだ芥川賞作家で

ある火野葦平の作品「花と龍」をはじめ、数多くの映画のロケが行

われています。 
また、「五平太まつり」など、地域の歴史や伝承を伝える祭りが
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盛んな一方、九州ジャズ発祥の地として、ジャズによるまちおこし

も行われています。 
エ 自然 

玄海国定公園に指定されている若松北海岸には夕日の名所として

知られる遠見ヶ鼻や千畳敷のほか、市内で唯一の海水浴場があり、

海水浴、釣り、マリンスポーツなどを楽しむ人たちでにぎわってい

ます。さらに周辺には地場産品の販売施設やホテル、グランピング

施設に加え、響灘緑地（グリーンパーク）や響灘ビオトープ、気軽

に農業体験ができる観光農園などがあり、多様なアクティビティを

楽しめます。 
そのほか、高塔山は、桜やアジサイ、夜景の名所として知られ、

昼夜を問わない人気の観光スポットとなっています。 
オ 食 

西日本有数の生産量を誇るキャベツをはじめ、ブロッコリー、ス

イカなどの農産物の生産が盛んです。また、響灘海域は、魚介・海

藻類の宝庫となっています。「若松潮風Ⓡキャベツ」や「若松水切

りトマト」、「若松妙見かき」などはブランド化され、その品質を

高く評価されています。 
ほかにも区内で栽培されたブドウを使ったワインや若松産ホップ

を使った地ビールを造る活動も行われています。 
５ 八幡東区 

八幡東区は、官営八幡製鐵所創業の地として、近代日本の発展の礎と

なった地域です。近年は東田地区では先端産業の集積や未来都市づくり

が進み、既成市街地では大規模社宅跡地などを活用した新しいまちづく

りが進んでいます。 
国内有数の夜景スポットとして有名な皿倉山や河内貯水池などを中心

に豊かな緑が広がっています。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 歴史ある製鉄関連などの企業や先端産業が集積する東田地区と商

店街などの市街地が連携して新たなビジネスの創出に挑戦し、とも

に発展するまちづくりを推進します。 
・ 夜景の名所である皿倉山や東田地区の各種施設、河内地区の自然

など、高い集客力を持つこれらの地域資源の連携を図るとともに、

伝統文化に根ざした祭りや食の魅力の活用、宿泊機能の強化などに

より、観光などで訪れた人たちが循環し、滞在するまちをつくりま
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す。 
・ 高い交通利便性や医療・健診機関の充実に加え、様々な体験や学

びが身近にできる恵まれた環境を生かし、まちなかにある未利用地

の利活用や居住の促進により、誰もが住み続けたくなるまちをつく

ります。 
・ 製鉄のまちとして培ってきたシビックプライドや、主体的にまち

づくりに取り組んできた地域・市民・企業の力を今後も育み、サス

テナブルなまちづくりを推進します。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 八幡製鐵所とともに発展してきたまちの歴史、皿倉山、夜景、河

内貯水池、環境未来都市づくり、祇園山笠、ＪＩＣＡを中心とした

国際交流、世界遺産、いのちのたび博物館など、八幡東区にはユニ

ークな強みがたくさんある。 
・ 商店街や地域の活動が盛ん。八幡愛を持つ人が多い。八幡愛であ

ふれるまちにしたい。 
・ 東田地区の大型商業施設に来た方をどのように循環させるかが大

事。日本一の夜景を生かしながら、食などを絡めて宿泊へつなげて

いくなど。 
・ 皿倉や河内の整備も非常に大事。豊かな自然を整備して観光資源

とすべき。 
（３） 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 
官営八幡製鐵所とともに日本の近代産業を支えた、長い歴史を持

つ製鉄関連の企業が集積しています。また、東田地区では、ＩＴ、

環境、新エネルギーなど、新たな分野の企業集積が進んでいます。

現在は、東田・未来都市プロジェクトを展開し、ＭａａＳに向けた

実証や各種センサーを用いた人流の把握・分析など、社会課題の解

決に向けた先端的な実証・実装事業が行われています。 
イ 都市機能 

市内拠点をつなぐ鉄道や路線バスが充実するとともに、国道３号

黒崎バイパスや北九州都市高速道路が市街地に直結し、交通アクセ

スに優れています。 
また、北九州市で唯一の小児救急・集中治療センターが併設され

ている市立八幡病院をはじめ、高度な診療機能を持つ総合病院や健

診機関が集積しています。 
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ウ 住環境・地域 
桃園公園のスポーツ施設や響ホール、東田地区の各種施設など、

スポーツ・文化施設が充実しており、様々な学びや体験をする環境

が身近に整っています。 
また、九州国際大学や国際協力機構ＪＩＣＡ九州センターが立地

していることから、研修生や留学生などの外国人市民が多く、交流

イベントなどを通じて、多文化に触れる機会にも恵まれています。 
そのほか、学生の長期継続的な地域活動への参加や地域団体によ

る道路や公園を活用した定期的なイベント開催のほか、地域や企業

で構成する団体が参加して平成２９年度（２０１７年度）に「八幡

東まちづくりプラン」を作成するなど、地域主体のまちづくりが進

められています。 
エ 観光・歴史・文化・食 

東田地区には、世界遺産関連施設の官営八幡製鐵所旧本事務所を

はじめ、東田第一高炉史跡、西日本最大級の自然史・歴史博物館で

ある「いのちのたび博物館」、スペースＬＡＢＯなど、特徴ある施

設が集まっています。さらに、スペースワールド跡地への大型商業

施設の進出により、市内でも最大級の集客力を持つ地域となってい

ます。 
そのほか、明治３４年（１９０１年）から続く「まつり起業祭八

幡」や北九州市無形民俗文化財である前田祇園山笠をはじめとする

各地域の祇園まつりなどの伝統ある行事に加え、製鉄のまちの歴史

から生まれた八幡ぎょうざや堅パン、皿倉山の伏流水で造る日本酒

に代表される多彩なグルメなど、魅力的な地域資源が数多くありま

す。 
オ 自然 

皿倉山や河内貯水池、河内藤園、板櫃川などの豊かな自然が身近

に広がっています。また、ケーブルカーで気軽に登ることができる

皿倉山は、日本新三大夜景都市である北九州市を代表する夜景スポ

ットであり、壮大で美しい夜景を見ることができます。 
このほか、高見地区や前田地区の桜並木、河内地区の紅葉など四

季折々の美しい景観を身近に楽しむことができます。 
６ 八幡西区 

八幡西区は、市の南西部に位置し、古くは江戸時代の長崎街道の頃よ

り、交通の要衝として栄えてきました。全体的に平坦な地形で、良好な
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住環境が広く形成されており、市内において最も人口の多い区となって

います。 
日本を代表する有名企業が立地するとともに、中心市街地である黒崎

地区や学園都市の折尾地区など、それぞれの地域ごとに特色あるまちづ

くりが進められています。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 産業の振興や雇用の創出により、活力あるまちをつくります。ま

た、長崎街道などの歴史や伝統的な祭りの保存継承により、シビッ

クプライドの醸成を図るとともに、豊かな自然や公園、貯水池など

を生かした魅力のあるまちづくりを推進します。 
・ 黒崎地区では、都市型住宅の集積促進により居住人口の増加を図

るとともに、多世代が交わり支え合うまちをつくります。また、個

性的、特徴的な店舗の出店促進やにぎわいづくりなどにより、歩い

て楽しいまちなかを創出します。 
・ 折尾地区では、学園都市の特性と充実した都市機能を生かし、学

生や若者、住民、駅利用者によるにぎわいづくり活動や民間開発を

促進することにより、市内外の人が住みたくなるような魅力的なま

ちをつくります。 
・ 筑豊電鉄沿線などの住宅地において、高い交通利便性や充実した

生活利便施設、四季を彩る自然などを生かし、誰もが住みたくなる

住環境ブランドエリアの形成を図ります。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 黒崎は交通が便利で、住むにはすばらしい場所。医療や介護、福

祉の事業所が充実し、そこで多世代の交流が活発に行われている。 
・ 折尾は再開発で住宅地としてのポテンシャルや価値が上がってい

くのではないか。一方で学生が多いまちなのに、学生が楽しめるよ

うな環境が整っていない。 
・ 八幡西区は郷土愛が強く、まちをどうにかしないといけないと強

く思う人が多い。 
・ 祭りなどを通じて、子どもたちに自分のまちのことを好きだと言

ってもらえるようにしたい。 
（３） 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 
先端ロボットや精密金型、素材、半導体材料などの分野において 

、世界をリードする企業が立地するとともに、それを支える関連企
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業群や金融機関、宿泊施設などが集積しています。近年は、物流需

要の高まりなどから、九州縦貫自動車道の八幡インターチェンジが

ある金剛地区に物流拠点としての注目が集まっています。 
イ 都市機能・住環境 

交通の要衝として発達した道路網に加え、黒崎駅や折尾駅を中心

に、鉄道やバスによる広域的な公共交通ネットワークが形成されて

います。 
黒崎地区では、黒崎駅周辺に区役所をはじめとする公共的機関や

文化交流施設、医療施設などがコンパクトに集積しています。商業

施設の立地とあいまって、近年はマンションの建設が進み、まちな

かの居住人口が増加しています。現在、交通アクセスのさらなる向

上に向け、国道３号黒崎バイパスの整備を進めています。 
折尾地区では、大学や短期大学、高校などの教育機関が集積し、

西日本有数の学園都市を形成しています。現在、折尾地区総合整備

事業により、学園都市の玄関口にふさわしい地域拠点づくりが進ん

でいます。 
陣原駅周辺や永犬丸・三ケ森地区、八幡南地区では、鉄道駅周辺

の利便性や生活利便施設の充実に加え、瀬板の森公園、金山川、遠

賀川などの自然が身近にあり、暮らしやすい住宅地が広がっていま

す。 
ウ 観光・歴史・文化 

江戸時代には、長崎街道における黒崎宿と木屋瀬宿という２つの

栄えた宿場町がありました。現在も、曲里の松並木や木屋瀬宿跡の

古い街並みなどが残されており、当時の風情を感じることができま

す。 
また、４００年前から行われているとされる黒崎衹園山笠などの

多彩な祭りが地域に継承されています。 
そのほか、石炭輸送に利用された堀川の流域には、水門「寿命（ 

じめ）の唐戸」などの文化財が残っています。 
エ 自然・食 

藤の名所である吉祥寺やホタルの飛翔地の黒川、地域の子どもた

ちが水と触れ合える笹尾川水辺の楽校、森林浴のできる畑貯水池な

ど、豊かな自然を身近に楽しむことができます。 
また、遠賀川流域の水田地帯では、福岡県内で作られる米・麦の

種子や酒造好適米など、高品質な農産物が作られています。 
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７ 戸畑区 
戸畑区は、市内で最も面積が小さく、早くから都市基盤が整備された

コンパクトなまちです。北九州市のほぼ中央に位置し、区域の北側には

工場が立ち並び、南側には住宅地が広がっています。 
教育や文化、福祉などの都市機能が充実しており、「文教のまち」と

して、落ち着いた雰囲気の街並みが形成されています。 
（１） まちづくりの方向性 

・ 福祉と文教のまちの価値をさらに高め、多世代に魅力ある住環境

の形成を図ります。また、学生や若者の活動支援、居場所づくりな

どに取り組み、若い世代や地域が活発に交流する活力のあるまちを

つくります。 
・ 旧松本家住宅や旧安川邸、九州工業大学など安川家ゆかりの歴史

資産を面的につなげ、住んでいる人や訪れる人が歴史や文化の重み

を体感できるよう、地域・企業などと協働で回遊性の高い緑豊かな

街並みを創出します。 
・ 世界に誇る戸畑衹園大山笠をはじめとする地域特有の文化や歴史 

、自然などを生かし、シビックプライドの醸成と観光の振興やにぎ

わいの創出を図ります。 
（２） 参考とした市民の皆様のご意見 

・ 教育と文化をしっかり育てたまちになれば良い。 
・ 戸畑区はとてもコンパクトで動きやすく、教育施設がとても充実

している。これは子育て世帯が住むときにとても重視すること。 
・ 戸畑の良さは人が温かいまちだということだと思う。地域の力が

本当に強い。 
・ 九州工業大学や明治学園、夜宮公園が一連の緑になっている。こ

れはとても大事な環境。それぞれの管理主体が話し合って、ここを

結んでみんなで歩けるようにすると世界的にもアピールになる。 
・ 学生がたまれる場所がない。友達との交流の場がたくさん増えれ

ばいい。学生だけでなく、地域の人とも関われる、そんな場所があ

ったら良い。 
・ 商店街の空き店舗を使った交流の場づくりなど、高校生の力で戸

畑が活性化できるような取組をいろいろ考えている。地域の方や大

人の方にも応援してほしい。 
（３） 地域資源・ポテンシャル 

ア 産業 
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臨海部には広大な製鉄所を有する工場群が形成されており、これ

らの企業や九州工業大学などでは、宇宙やＤＸ、ＧＸ、半導体など

に関する活動に取り組んでおり、未来産業の発展、社会課題の解決 
、バックアップ機能の強化に資する基盤が整っています。 

イ 都市機能・地域 
北九州市の中央に位置し、鉄道やバスによる公共交通網が整って

いることから、市内のどの地域へもアクセスが容易です。若戸大橋

と若戸トンネルにより若松区とつながり、北九州都市高速道路が小

倉北区へと延びています。現在、広域道路ネットワークの形成に向

け、戸畑枝光線の整備を進めています。 
戸畑駅や区役所周辺には、複合公共施設「ウェルとばた」のほか 

、病院や介護施設、保育所、障害者支援施設などが集積し、保健、

医療、子育て、福祉のネットワークが形成されています。また、公

害克服を先導した戸畑区婦人会の活動が脈々と受け継がれ、住民が

まちの環境を守る風土が息づいており、住みやすい生活環境が整っ

ています。 
ウ 教育・歴史・文化 

コンパクトな区に、九州工業大学や６つの高校など、多くの教育

機関が集積しており、アントレプレナーシップ（起業家精神）教育

や学生による地域活動も活発に行われています。 
九州工業大学や明治学園を創設した企業家・安川敬一郎の邸宅で

ある旧安川邸のほか、国指定重要文化財の旧松本家住宅や北九州市

立美術館など、歴史・文化施設が数多くあり、多様な文化的魅力に

あふれる文教のまちとなっています。 
そのほか、浅生スポーツセンターなどの施設も充実しており、趣

味、教養、健康づくりを満喫できるエリアが多数あります。 
例年７月には、国の重要無形民俗文化財に指定されている戸畑衹

園大山笠行事が開催され、２０万人以上の人が観客に訪れる夏の風

物詩となっています。平成２８年（２０１６年）にはユネスコ無形

文化遺産にも登録されました。 
エ 環境・自然 

花と緑と水辺を生かしたまちづくりを進めており、市民の憩いの

場として親しまれている夜宮公園では、四季折々に美しい花々を楽

しむことができます。夜宮池や日本庭園には、約６，０００株の花

菖蒲が植えられており、花の季節には菖蒲まつりが開催されていま
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す。 
都島展望公園や中央公園の金比羅山周辺には豊かな緑が広がって

いるほか、天籟寺川などの貴重な水辺空間もあります。伝説の花 

戸畑あやめや鞘ケ谷のホタルなど、地域に生息する動植物に身近に

接することができます。 
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北九州市交通局管理規程第２号 
北九州市交通局就業規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

令和６年３月２１日 
                 北九州市交通局長 福 本 啓 二 
   北九州市交通局就業規程の一部を改正する規程 

北九州市交通局就業規程（昭和３９年北九州市交通局管理規程第９号）の一 
部を次のように改正する。 

別表第２の１８の項中「９月３０日（旅客自動車運転者にあっては、１０月 
３１日）」を「１０月３１日」に改める。 
   付 則 
 この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤務時間、休日、

休暇等に関する条例施行規則等の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和６年３月２１日 

                     北九州市教育委員会 

                      教育長 田 島 裕 美 

北九州市教育委員会規則第２号 

北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤務時 

間、休日、休暇等に関する条例施行規則等の一部を改正する規則 

（北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤務時間、休日

、休暇等に関する条例施行規則の一部改正） 

第１条 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例施行規則（平成２９年北九州市教育委員会規則第

１４号）の一部を次のように改正する。 

  別表第４の１８の項中「９月３０日」を「１０月３１日」に改める。 

（北九州市教育委員会会計年度任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する規則の一部改正） 

第２条 北九州市教育委員会会計年度任用職員及び臨時的任用職員の勤務時間

、休日、休暇等に関する規則（令和２年北九州市教育委員会規則第２号）の

一部を次のように改正する。 

 別表第３の１６の項中「９月３０日」を「１０月３１日」に改める。 

（北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の会計年度任用職員の勤務

時間、休日、休暇等に関する規則の一部改正） 

第３条 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の会計年度任用職員の

勤務時間、休日、休暇等に関する規則（令和２年北九州市教育委員会規則第

５号）の一部を次のように改正する。 

 別表第３の１６の項中「９月３０日」を「１０月３１日」に改める。 

  付 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 
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